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地震と津波、飛行機事故、終わらぬ戦争、紛争…。今までにも増して、 

くらしや命が脅かされる中での新年の幕開けです。こんな時こそ人の苦難を救

う政治や人類の英知が必要ですが、そんな社会、世界に向かわせるのも、私たち

一人一人の声と行動が大切ですね。そう信じ、歩み続けましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１/20(土) 第 69回日本母親大会 in和歌山 現地実行委員会を開催 
「第 68 回 in 山口」で大きな感動と力をもらい、いよいよ和歌山開催の年だ

との思いが高まりました。国内では、岸田政権が迷走状態になりつつ、軍拡路線

には邁進していこうとする中で、日本母親大会を開催する意義を考えました。 

 

 

 

 

 

みなさんのアイデアと知恵と力を持ち寄ってください。「文殊」以上の素晴ら

しい発想がたくさん生まれて、「やってよかった」大会にしましょう。(2P に続く) 

 

 

 

 

 

生命を生みだす母親は 

生命を育て 

生命を守ることをのぞみます 

                         HP 和歌山県母親大会 

くらし、命を救う政治、平和への話し合いを！ 
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『和歌山の歴史―女性たちのたたかい』 第四回 

 和歌山にも、日本のどこにも 
カジノはいらない 

「和歌山にカジノ？」と、最初は誰もが半信半疑でした。地域で反対署名を依頼すると、

「もう決まってるんやろ。遅いよ」と断られたりもしました。行動できる人から動くとい

った出発でしたが、共同代表が 14 名となり、若いママたちも参加するなど組織が多彩に

なる中で、運動は広がりました。和歌山市への住民投票実施を求める取組みでは、「ごく

ろうさま。ありがとう」の声をかけられました。県・市会議員への資料提供なども重ね、

ついに、2022 年 4 月県議会での「国への申請案」否決をもたらしました。 

 

軍拡・九条改憲は許さない 切実な要求の実現を粘り強く 

明日へ 

 

・和歌山県の運動の歴史や現時点の要求運動を知らせると共に、全国的な状況や諸運動を 

広く学び、意見交流を深める。「戦争する日本」にさせない決意と行動の飛躍点にする。 

・和歌山県の観光地や食べ物を楽しんでもらい、良さを知ってもらう。 

・これからの和歌山県の母親運動（女性運動・市民運動）の発展につながる財産を残す。 



 

 

 

 

昨年 9/9現地実行委員会準備会を開催してより、本日までの諸準備 

１ 加盟団体 これまでの 21 団体に、新たに 10 団体と個人加盟 4 名を加え

て、本日現地実行委員会を立ち上げました。これからの加盟も可能です。 

 

２ 県下の自治体・教育委員会・諸団体への後援依頼の取組み 

   これまでの日本母親大会や「in 山口」の資料を持参しての後援依頼に対

して、県１ 自治体 24/30 教育委員会 23/30 から承認をいただきまし

た。残る６自治体と 7教育委員会には、「in和歌山」の資料が作成される中

で、再度、後援依頼をする予定です。郡市母連のお力を貸してください。 

   また、県内の諸団体は、2３団体の後援をいただいています。 

 

３ 「in 和歌山」の記念品 ＊販売の会名は、(紀州)てまりの会です 

    日本母親の「母親しんぶん」1 月号が発行されました。１面は、和歌浦不

老橋の写真と年金者組合和歌山市支部・俳句サークルの11作品、４面には、

記念品の紹介写真が掲載されています。記念品をたくさん購入してください。 

 

４ 諸取組み…この間、さまざまなご意見、ご要望をいただいてきました 

（１）全体会講師の希望…いただいた 26 名のご推薦講師名を、日本母親事務 

局に送りました。２月には、講師内定になると思います。 

（２）オープニング、文化行事…一番のご推薦は、「うたごえオールスターズ」 

でした。「うたごえ」さんは、実行委員会にも入ってくださり、さまざま 

な活躍をしていただける予定です。どこに登場するか、楽しみですね。 

   オープニングは、チンドン楽団「トンカラポンガ」に内定です。 

（３）設定分科会…本日の第一回現地実行委員会で、要求運動や情勢を考慮し

ながら、分科会希望案を相談しました。まとまった「和歌山案」は、日本

母親へ送ります。→2/21運営委員会、2/22日本母親大会実行委員会以降、

全国の要望も入れながら検討されていきます。 
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新日本婦人の会の若い会員たちを中心に、「県産小麦を栽培し、学校給食のパンに」の

運動が広がっています。コロナ禍でも、「生理用品を学校や公共施設へ設置を」「給食費

を無償に」「子ども医療費を高校卒業時まで無料に」など切実な要求も実現すべく、親、

教師、地域、諸団体が力を合わせ運動してきました。 

さらに、「戦争国家づくりを許さない」「子どもたちに平和 

な未来と青い地球を」「ジェンダー平等社会へ」と、強い決意 

で平和を守り民主主義を発展させる運動に取り組み続けます。 

  

 

 



2023年 武器はいらない 核もいらない 12.8母親・女性の平和行動 

  今、私たちの平和運動は、今までにも増して大切になっています。今回も多様

な形で、県下 65か所で赤紙 6700枚の配布行動（予定含む）が取り組まれました。 

これからも工夫した活動を続けていきましょう。ごくろうさまでした。 
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２０２３年国際女性デー和歌山県プレ集会を開催します 

 女性を取り巻く環境・男女賃金格差への怒りや「ジェンダー平等って？」とい

った関心が高まっています。よろしかったら、下記集会へご参加ください。 

 

Donatademosannkadekimasu. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からの抜粋である。ＨＰからダウンロードできる。 
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2024年国際女性デー和歌山県実行委員会からの取組みの提起 
① 3.8 国際女性デーのつどいを地域・団体・グループで開きましょう。 

つどい(または行動)の計画は、県実行委員会へ知らせるとともに、多くの人に

参加や協力を呼びかけましょう。 

  つどい・行動の開催後は、県実行委員会へ報告しましょう。 

  ＊県実行委員会作製の資料なども、活用・参考にしてください。 

② 各地のつどいで出た意見や願いを、地域の要求運動に生かしていきましょう。 

③ 新「和歌山県パートナーシップ宣誓制度」案に目を通してみましょう。 

→３月県議会で決定され、４月より制度発足される予定です。ＨＰで公開か？ 

④ 国連の「女性差別撤廃条約」を、今一度読んでみましょう。 

→パソコンやスマホで見たり、ダウンロードしたりすることができます 

  また、1999 年国連で採択されてより、20 年以上経ちながら、日本政府がいまだ

批准しようとしない「同条約 選択議定書」（115 か国がすでに批准済）について

も学んでみましょう。 

 

K.Y.
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